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 私は最近ニュースや身近な人の間でＡⅠという言葉を良く聞きます。そして

私自身もＡⅠを使うことが多いです。そこで私はＡⅠの使い方について考えま

した。その結果ＡⅠはまるで魔法使いのようで、使い方を間違えれば両刃の剣に

なると思いました。 

 まずＡⅠが私達に与えてくれる良い事と悪い事を紹介します。 

 例えば学習アプリ、翻訳機能、検索エンジンなどは日常生活に役立っています。

特に私は検索をするときによくＡⅠに頼ります。逆に偏った情報、プライバシー

侵害などの悪い面もあります。 

 例えば、ＣｈａｔＧＰＴなどの生成ＡⅠサービスに、個人情報を入力してしま

い、第三者へ出力されてしまうなどのハプニングがあります。だからＡⅠの使い

方は間違わないようにしましょう。 

 次にＡⅠと共存するために必要なことは何かについてを大きく２つ紹介しま

す。 

 １つ目はＡⅠを正しく理解することです。その為に１番大事なのは「実際に使

ってみる」ことが最も簡単で効果的です。 

 ２つ目はＡⅠに頼りすぎず、自分で考える力を身につけることです。ＡⅠに頼

りすぎると、考える力の低下、嘘の情報を信じ込むかもしれないリスク、主体性

がなくなるなどのデメリットがあります。だからＡⅠに頼るのはほどほどにし

ましょう。このことからＡⅠと共存するためには正しい使い方を考える必要が

あります。 

 ここでＡⅠが私達に突きつけてくる課題について話していきます。その１つ

がＡⅠに仕事をうばわれてしまうということです。実際にこの先ＡⅠにうばわ

れてしまう可能性がある仕事について調べてみたので紹介したいと思います。

可能性が最も高いのは、「一般事務員」「データ入力業務」などです。なぜなら、

ＡⅠは人と違って正確なデータ入力、文書作成、情報の整理などが出来るからで

す。そのため人を使わないので効率的でコスト削減につながります。逆にＡⅠに

うばわれない仕事についても調べてみました。例えば、看護師などの正解が１つ

じゃない仕事、美容師や介護などの体を使う仕事などがありました。調べてみて

ＡⅠが関わる仕事が増えると思いますが、人の気持ちや、人の手で出来る仕事も

あることが分かったので、将来どんな仕事をするのか考えるきっかけになりま



した。 

 私が実際にＡⅠを使ってみて感じたことがあります。それはＡⅠは万能では

ないということです。あるとき塾の宿題が難しかったのでＡⅠの学習アプリを

使って調べました。しかし、間違った内容が表示されました。そのときＡⅠの答

えをそのまま信じるのではなく、自分で考えて問題を解きました。ＡⅠに頼りす

ぎると間違った答えを信じたり、自分で考えなくなってしまうなと感じました。

ＡⅠを上手く使うためにはどうすればいいか、私は「答えを出してくれるもの」

ではなく、「考えるヒントをくれるもの」として使うことが大切なのかなと思い

ました。まず自分で考えそれでも分からないときにＡⅠを使ってヒントをもら

う。そしてその情報が正しいかどうかを自分で判断することでＡⅠはとても役

に立つ存在になるんじゃないかと思いました。 

 これからの社会では、ＡⅠはさらに進化して私達の生活に関わってくると思

います。だからこそ、私達は、ＡⅠに使われるのではなく、ＡⅠを使いこなす力

を身につけなくてはならないです。そのためには、自分の頭で考える習慣を大切

にしたり、情報を正しく判断する力が必要だと思いました。私もＡⅠに頼りすぎ

てしまう所があるので、これからの生活では自分の力をのばそうと思います。 

 

 

 


